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れている NbTiは、この LTSの一つである。 
一方、高温超伝導体（High temperature super
-conductor HTS）は 1986 年に IBM チューリッヒ












度は PbCs2C60の 33K である。最近、電界効果素
子構造の C60で臨界温度 52Kの超伝導転移が発
見され注目を集めている。 
図表 1 近年の超伝導体の発見 
1980 年 パリ南大学の D. Jerome 他が超伝導
有機物体（TMTSF）2PF6 を発見。 
1986 年 IBM チューリッヒ研究所の Bednorz と
Muller が酸化物高温超伝導体を発
見。 
1991 年 フロリダ大学の A. F. Hebard 他がフ
ラーレン（C60）の超伝導を発見（カリ
ウムをドープした C60）。 







2001 年 3 月 青山学院大学の秋光純教授のグ
ループは MgB2 が 39K で超伝導にな
ることを正式発表。 


















出荷されている。20 テスラ以上の NMR 用超伝導
マグネットに必要な LTS および HTS 線材の開発
が行われている。 

























































































MgB2 が 39K であることから、MgB2 の超伝導が





















































電力ケーブル  HTS（77K）  
SMES LTS（4K) HTS（77K） MgB2（20K） 
MRI 用マグネット LTS（4K）  MgB2（20K） 
NMR 用高磁場マグネット LTS（4K 以下) HTS（4K 以下）  
加速器、核融合用マグネット LTS（4K）  MgB2（4K） 
リニアモーターカー  HTS（77K 以下） MgB2（20K） 
情報デバイス LTS（4K）  MgB2（20K） 
センサー LTS（4K）  MgB2（20K） 
バルク（磁石）  HTS（77K）  
（図表２、３ともに科学技術動向研究センターで作成） 
 
























































































































⑤SUPERCOM, Vol.10, No.2, (2001)より 
 
⑥Agere Systems 
ルーセントテクノロジー社の元マイクロエレクトロニクス
部門で、現在は子会社として独立している。 
 
 
 
 
 
 
 
